
 

    

例 規 名 
富士見市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

制 定 趣 旨 

国は、行政手続や内部手続における書面・押印・対面を見直すこ

ととし、服務の宣誓時の「署名及び対面」を不要とする改正がされ

ました。また、埼玉県においても、服務の宣誓に関する宣誓書の

「署名及び押印」を不要とする改正がされました。 

本市の押印見直し方針や、これらを踏まえ、本市においても、職

員の服務の宣誓の実施方法について変更を行うものです。 

 

※国は政令の改正を令和３年３月２６日付で公布 

※埼玉県は条例の改正を令和３年３月３０日付で公布 

 

制 定 内 容 

(1)「任命権者等の面前」での「署名」を廃止し、宣誓書を任命権

者に提出することに改正 

(2) 服務に関する宣誓書のうち「押印」を廃止 

施 行 日 公布の日から施行 

１ 



 
富士見市職員の服務の宣誓に関する条例（昭和３２年条例第５号）新旧対照表 

新 旧 

 

（職員の服務の宣誓） 

第２条 新たに職員となった者は、                  

         、別記様式による宣誓書を任命権者に提出してから

でなければその職務を行ってはならない。 

 

（略） 

 

別記様式 

 

宣 誓 書 

 

 私は、ここに、主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、か

つ、擁護することを固く誓います。 

 私は、地方自治の本旨を体するとともに公務を民主的かつ能率的に運営すべ

き責務を深く自覚し、全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を執行すること

を固く誓います。 

 

       年  月  日 

氏 名     

 

 

 

（職員の服務の宣誓） 

第２条 新たに職員となった者は、任命権者又は任命権者の定める上級の

公務員の面前において、別記様式による宣誓書に署名    してから

でなければその職務を行ってはならない。 

 

 （略） 

 

別記様式 

 

宣 誓 書 

 

 私は、ここに、主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、か

つ、擁護することを固く誓います。 

 私は、地方自治の本旨を体するとともに公務を民主的かつ能率的に運営すべ

き責務を深く自覚し、全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を執行すること

を固く誓います。 

 

       年  月  日 

氏 名 印   

 

 

 

 
 


